
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 報道関係者 各位 

 

死亡労働災害多発に伴う緊急対策の実施について 
～「緊急 福井県労働災害防止団体連絡協議会」において要請を行います。～ 

 

本年１月から９月までの間に 10 人の尊い命が失われたことにより、既に昨年１年間

の死亡者数 10 人に並び、仮に、このままの傾向で推移した場合には３年連続の増加と

なるものです。 

このため、当局においては、死亡労働災害の発生に歯止めをかけるため、県内におい

て、これ以上、死亡労働災害を発生させないこと等を呼びかけるポスター（別添１参

照）を作成し、当ポスターの各職場の全ての管理者・労働者の目の付きやすい箇所への

掲示とともに、同ポスターに掲載したＱＲコードのリンク先に掲載した県内の死亡災害

の現状（別添２参照）を周知し、仕事で労働者を失わないようにするための３つのアプ

ローチ（別添３参照）について、あらゆる機会を通じて取組を求めていくことといたし

ました。 

併せて、県内の労働災害防止関係団体に対して、当該対策について取組要請を行うこ

とを目的に、同関係団体（※）で構成する「福井県労働災害防止団体連絡協議会」の緊

急開催を求め、下記のとおり開催の運びとなりました。 

 

記 

 

１ 緊急 福井県労働災害防止団体連絡協議会 

 （１）日時：令和５年 10 月 11 日（水） 10 時 00 分～ 

 （２）場所：福井労働局会議室 福井春山合同庁舎 14 階 

（所在地：福井市春山１丁目１番 54 号） 

 

２ 取材について 

  上記１の要請については取材可能といたしますので、取材を御希望される報道機関

関係者の方は、直接会場にお越しください。 

 

※ 福井県労働災害防止団体連絡協議会 構成団体 

  公益社団法人福井県労働基準協会      （裏面につづく） 

令和５年 10 月６日 

【照会先】 

福井労働局労働基準部健康安全課 

健康安全課長   井関 武彦 

労働衛生専門官  宇都宮 衛 

電  話  （0776）22-2657 

Press Release 
 
～ふくいの「働く」を支えます～ 



建設業労働災害防止協会 福井県支部 

陸上貨物運送事業労働災害防止協会 福井県支部 

林業・木材製造業労働災害防止協会 福井県支部 

公益社団法人建設荷役車両安全技術協会 福井県支部 

一般社団法人日本ボイラ協会 福井支部 

独立行政法人労働者健康安全機構 福井産業保健総合支援センター 

 



仕事で

死なせない！

職場掲示用

これ以上

福井労働局
福井・武生・敦賀・大野労働基準監督署

9月末で

R５年 死亡労働災害 10人

（ 詳しくはコチラ ↓ ）

（ 前年同期比＋２人 ）



 

 

 

 

本年度は、第 14 次福井労働局労働災害防止推進計画（Ｒ５年４月１日～Ｒ10 年３月１日）（以下「福井労働局 14 次防」といいます。）のスタ

ートの年です。 

この福井労働局 14 次防では、計画期間中に、事業者、労働者等の関係者、労働局・労働基準監督署が各種の取組を進めることにより、 

① 死亡災害の根絶に向け、14 次防期間中の死亡者数の合計を 35 人以下（※１）とする。 

② 死傷災害について、近年の増加傾向に歯止めをかけ、2022 年（925 人）と比較して、2027 年の死傷者数を減少させる（※２）。 

ことを目指しています。 

 ※１ 2022 年の死亡者 10 人を基点とし、毎年１人ずつ減少を図ることを想定した合計人数（14 次防期間中：９＋８＋７＋６＋５＝35 人） 

 ※２ 新型コロナウイルス感染症へのり患によるものを除いた件数で比較。 

福井労働局 14 次防の概要等はコチラ（リンク） 

 この福井労働局 14 次防に基づき、令和５年は、死亡災害を、少なくとも９人以下に抑えなければならないところを、本年９月末時点で、 

すでに 10 人の方がお亡くなりになられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    貨物自動車（４トントラック、空荷）

で、荷主事業場に向かい県道を走行中、緩

いカーブで中央線を越え、対向車線を走行

中の路線バスと 

正面衝突し、貨 

物自動車運転手 

が死亡した。 

ダンプカーを運転して国道を走行

中、道路わきのスノーシェッドと雪山に激突

した。 

 

Ｒ５年 福井県内で死亡災害が多発しています！ 

２月 
機械の調整作業（推定）のため稼働

中のサイロ内に被災者が立ち入り、サイロ

のスクリューコンベヤーに身体の一部が巻

き込まれた。 

客先において、梱包された大型荷

物を建屋内２階（当該２階は１階、中２階、

２階とある建屋の２階部分にあたる）にクレ

ーンで搬入する作業中、荷物を建物内に搬

入したのち、空箱を 

２階窓から地上に 

下ろす際、被災者が 

２階窓から墜落した。 

２月 

イラスト：職場のあんぜんサイトより引用 

２月 

熱処理・表面処理ラインにおける製

品検査において、ロールの点検のため、イ

ンターロックのある扉内側へ、機械を停止

させないまま入り、 

当該ロールと製品 

との間に右手を巻 

き込まれた。 

 

４月 

イラスト：職場のあんぜんサイトより引用 

工場内において、木材チップを破砕

し乾燥する工程で、爆発・火災が発生して、

作業場にいた労働者１名が死亡し、同工場

内の労働者４名が負傷した。 

 

５月 

イラスト：職場のあんぜんサイトより引用 

重機とスコップで作業する作業員が

近くで作業をしていたが、重機が急旋回し

てしまい、重機の爪がスコップで作業をする

作業員の頭部を強打した。 

７月 

イラスト：職場のあんぜんサイトより引用 

    ドラグショベルを運転し、豪雨災害

によって林道上に流出した土砂の除去作

業を行っていたところ、 

林道の路肩からドラ 

グショベルごと転落した。 

 

    溶接作業を行っていた倉庫内で火

災が発生し、倉庫内で別の作業を行ってい

た労働者１名が被災した。 

    荷を積んで市道を走行していた大

型トレーラーが、下り勾配の左カーブにさし

かかったところで対向車線にはみ出し、横

転し、道路わきの駐車場の無人車両（およ

そ 10 台）を押しつぶした。 

８月 

９月 

９月 

９月 

イラスト：職場のあんぜんサイトより引用 

イラスト：職場のあんぜんサイトより引用 

下り勾配 

イラスト：職場のあんぜんサイトより引用 

福井労働局 

福井・武生・敦賀・大野 労働基準監督署 

（Ｒ５年 10 月） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

労働者を大事にする会社であり、仕事で死なせないことを表明し発信する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

労働災害の現状を把握し、我がこととしてとらえる。 
 

 

 

 

作業にひそんでいる危険はないか、今一度、点検・確認を。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事で労働者を失わないようにするための 
                ３つのアプローチ 

☑ アプローチ １ 
 

☑ アプローチ ２ 

 
 

☑ アプローチ ３ 
 

① 労働者の安全と健康の確保対策に積極的に取り組む会社は、社会的にも評価され、人材確保の面でもプラスにな

るなど、経営面からも重要性が増してきているとされています。 

② こういった社会情勢も踏まえ、 事業場トップが安全衛生に積極的に関わることで、「事業者の責務」を全うする

意思を示していくことが肝要です。 

③ 事業場トップの姿勢が事業場の安全衛生水準を決定すると言っても過言ではありません。 

 自社で起こった事故を繰り返してはならないのはもちろんのこと、世間で起こった事故を、自社でも起こりうる

ものとして捉えてください。 

① 死亡労働災害が発生した事業場の方からは、「長年、同じように作業を繰り返してきたが、このような事故が起

こるのは初めてだ・・・。」という言葉を、よく耳にします。 

多くの場合、それまでの間、たまたま事故が発生しなかっただけのことです。 

② 事務作業しかない事業場であっても危険が存在しないわけではありません。 

③ 事業場ごとに危険の種類は、まちまちです。 

自分たちの作業には、危険がひそんでいないのか、今一度、点検・確認してください。 

④ 見つかった危険に対しては、先手を打って安全を確保してください。 

⑤ 一定の安全のための措置をとっていても、何らかの理由により、その措置が機能せず、または、乗り越え、無効

な状態にされるなどして災害は起こっています。 

安全のための措置をとる際には、現場の声を尊重し、より作業の実情に応じたものとすることが重要です。 

（Ｒ５年 10 月） 

福井・武生・敦賀・大野 労働基準監督署 

福井労働局 


